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当
大
学
で
は
、
２
〜
３
年
次
の
2
年
間
、

ゼ
ミ
（
必
修
科
目
）
を
行
い
ま
す
（
な
お
、

4
年
次
の
「
卒
業
研
究
」
も
ゼ
ミ
教
員
が
担

当
し
ま
す
）。
2
0
1
8
年
度
は
、
2
年
生

15
名
、
3
年
生
12
名
が
履
修
し
て
い
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
2
年
前
期
に
観
光
地
の
魅

力
（
強
味
）
を
、
前
述
し
たP

roduct

（
観

光
資
源
・
観
光
施
設
）
か
ら
分
析
し
ま
す
。

観
光
資
源
の
数
だ
け
で
な
く
、
種
類
の
多
様

性
や
誘
客
レ
ベ
ル
（
例
え
ば
、
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
に
よ
る
特
A
級
、
A
級
と

い
う
ラ
ン
ク
、
世
界
遺
産
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三

つ
星
等
）
を
踏
ま
え
て
考
え
ま
す
。
2
年
後

期
に
は
、
観
光
地
の
魅
力
に
加
え
、
問
題

（
弱
み
）
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
こ
の
学
期

で
は
、
観
光
資
源
に
加
え
、
観
光
客
の
デ
ー

タ
も
用
い
ま
す
。
最
新
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客

の
特
徴
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
過
去
10
年

間
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客
の
変
化
を

読
み
解
き
ま
す
。
3
年
前
期
か
ら
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
、
観
光
地
の
魅
力
向
上
策
と
問

題
解
決
策
を
考
察
し
ま
す
。
3
年
後
期
は
、

2
年
間
の
ゼ
ミ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
観
光

地
の
現
状
（
魅
力
と
問
題
）
だ
け
で
な
く
観

光
地
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
を
分
析
し
、
観

　
淑
徳
大
学
経
営
学
部
（
埼
玉
県
三
芳
町
）

は
2
0
1
2
年
度
に
新
設
さ
れ
、
経
営
学
科
、

観
光
経
営
学
科
の
2
学
科
を
有
し
ま
す
。
私

の
所
属
す
る
観
光
経
営
学
科
は
観
光
業
界
出

身
の
教
員
が
多
く
、
観
光
業
界
・
観
光
地
と

い
う
「
現
場
」
を
、
様
々
な
科
目
の
テ
ー
マ

や
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
前
職
は
、
財
団
法
人
（
現
　
公
益
財

団
法
人
）
日
本
交
通
公
社
で
、
旅
行
・
観
光

に
か
か
わ
る
調
査
研
究
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
観
光
地
の
魅
力
を
高
め
、
よ
り
多

く
の
旅
行
者
を
誘
致
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
と
い
う
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
事
に
数
多
く
取

り
組
み
ま
し
た
。
難
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
変
面
白
か
っ
た
の
で
、
ゼ
ミ
の

学
生
た
ち
と
そ
の
経
験
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
、「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

を
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
様
々
な
定
義
が
あ

り
、
一
般
的
に
は
、
環
境
分
析
↓
戦
略
立
案

光
地
の
将
来
像
（
10
年
後
の
観
光
地
の
望
ま

し
い
姿
）
と
、
将
来
像
実
現
に
向
け
た
施
策

を
学
生
が
提
案
し
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
既
存
資
料
調
査
と
視
察
旅

行
を
組
み
合
わ
せ
て
観
光
地
の
現
状
を
多
角

的
に
理
解
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
察
・
提

案
で
き
る
力
を
学
生
に
身
に
着
け
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
情

報
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
解

釈
す
る
の
か
、
ま
た
観
光
地
の
望
ま
し
い
将

来
像
と
は
ど
ん
な
姿
な
の
か
、
正
解
の
な
い

「
問
い
」
を
学
生
へ
投
げ
か
け
続
け
ま
す
。

視
察
旅
行
は
、
セ
メ
ス
タ
ー
ご
と
に
研
究
対

象
地
を
1
泊
2
日
で
来
訪
し
ま
す
。
「
自
分

の
目
で
観
光
地
を
見
る
・
体
験
す
る
」
の
は
、

観
光
地
を
理
解
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
研
究
対
象
地
の
選
定
か
ら
、
視

察
旅
行
の
運
営
ま
で
、
学
生
自
身
が
行
い
ま

す
。
ま
ず
学
生
は
、
自
分
が
希
望
す
る
研
究

対
象
地
を
決
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

自
分
以
外
の
ゼ
ミ
生
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
員
の
提
案
の
中
か
ら
1
カ
所

を
研
究
対
象
地
と
し
て
、
話
し
合
い
で
決
め

ま
す
。
視
察
す
る
観
光
資
源
・
施
設
、
視
察

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

淑
徳
大
学

経
営
学
部

観
光
経
営
学
科

朝
倉
ゼ
ミ

観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
―
―

こ
の
い
ず
れ
か
の
言
葉
を
冠
す
る
学
部
・
学
科
を
有
す
る

日
本
の
大
学
は
44
校
、大
学
院
が
9
校（
2
0
1
8
年
度
）あ
り
ま
す
。

「
観
光
立
国
」の
こ
れ
か
ら
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
彼
ら
が

何
に
関
心
を
持
ち
、

学
び
、感
じ
、研
究
し
て
い
る
の
か
。

〝
ゼ
ミ
〞と
い
う
窓
を
通
し
て
覗
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
回
は
淑
徳
大
学
・
朝
倉
は
る
み
教
授
に
よ
る

 

〝
朝
倉
ゼ
ミ
〞の
紹
介
で
す
。

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
白
い
部

分
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
発
見
し
、
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
観
光
客
を
増
や
す
か
を

2
年
生

ゼ
ミ
長（
山
川
挙
史
）・

副
ゼ
ミ
長（
松
尾
羽
蘭
）

コ
メ
ン
ト

ゼ
ミ
の
様
子

順
序
（
ル
ー
ト
）
は
、
ゼ
ミ
生
全
員
で
決
め

ま
す
。
視
察
地
へ
の
交
通
手
段
の
手
配
や
宿

泊
施
設
の
予
約
、
視
察
中
の
経
費
管
理
も
学

生
が
行
い
ま
す
。
視
察
時
間
や
経
費
の
管
理
、

天
候
等
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
視
察
順
序
を

変
更
す
る
な
ど
、
学
生
自
身
が
判
断
す
べ
き

こ
と
は
多
く
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
多
様

な
ス
キ
ル
を
こ
の
視
察
旅
行
か
ら
学
び
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
当
ゼ
ミ
で
取
り
上

げ
る
「
観
光
地
」
や
企
業
だ
け
で
な
く
、

個
々
人
の
人
生
設
計
に
も
役
立
つ
「
手
法
」

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
4
年
間
は

本
当
に
短
く
、
現
状
で
は
3
年
生
の
終
わ
り

（
3
月
）
か
ら
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

就
職
活
動
へ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
応
用
し
て

み
る
と
、「
自
分
」
と
い
うP

rod
u
ct

の
現

状
分
析
（
長
所
、
短
所
）
を
行
い
、
自
分
の

将
来
像
（
ど
ん
な
業
界
、
ど
ん
な
会
社
に
入

り
た
い
の
か
）
を
明
ら
か
に
し
、
希
望
す
る

業
界
・
企
業
に
入
る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
を
考
え
（
就
職
活
動
を
）
実
行
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
や
「
4
P
」
と
い
っ
た
言
葉
を

用
い
な
く
て
も
、
こ
う
し
た
手
法
を
学
生
た

ち
が
人
生
の
様
々
な
局
面
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
も
、
学

生
た
ち
に
ぜ
ひ
と
も
身
に
着
け
て
ほ
し
い
力

で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
厳
し
く
指
導
し
て

い
ま
す
。
学
生
の
常
識
と
社
会
人
の
常
識
が

異
な
る
の
は
当
然
な
の
で
、
私
自
身
の
社
会

人
経
験
を
踏
ま
え
、
小
さ
な
こ
と
も
繰
り
返

し
教
え
ま
す
。
ま
た
、
私
は
以
前
、
あ
る
大

企
業
の
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
大
学

に
と
っ
て
の
お
客
様
は
社
会
で
あ
り
、
学
生

は
商
品
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
深
く
共
感

し
て
い
ま
す
。
学
生
を
商
品
に
例
え
る
の
は

適
切
で
は
な
い
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
を
「
よ
い
商

品
」
と
し
て
社
会
に
送
り
だ
す
こ
と
も
私
の

大
切
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し

て
学
生
の
成
長
を
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

淑
徳
大
学
経
営
学
部

観
光
経
営
学
科
の
特
徴

1
ゼ
ミ
の
進
め
方

3

「
学
び
」の
ポ
イ
ン
ト

4

「
卒
業
後
」を

意
識
し
た

ゼ
ミ
で
の
指
導

5

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」と
は

2

1
回

第

↓
施
策
立
案
↓
実
行
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
は
、
施
策
立
案
に
用
い
ら
れ

る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
4
P
」、す
な
わ
ち
、

P
roduct

（
製
品
戦
略
）、P

rice

（
価
格
戦
略
）、

P
lace

（
流
通
戦
略
）、P

rom
otion

（
販
売
促

進
戦
略
）の
う
ち
、Product

に
重
点
を
置
い

て
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

考
え
る
こ
と
と
、
ゼ
ミ
生
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
1
泊
2
日
の
視
察
旅
行
で
す
。
観

光
地
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
情

報
や
人
か
ら
聞
い
た
話
よ
り
も
、
自
分
が
実

際
に
来
訪
し
た
方
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
倉
先
生
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な

く
、
メ
ー
ル
の
送
り
方
等
、
社
会
に
出
て
か

ら
必
要
な
こ
と
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

3
年
生
の
3
月
に
始
ま
る
就
職
活
動
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
生
の
指
導
を
し
っ

か
り
と
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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当
大
学
で
は
、
２
〜
３
年
次
の
2
年
間
、

ゼ
ミ
（
必
修
科
目
）
を
行
い
ま
す
（
な
お
、

4
年
次
の
「
卒
業
研
究
」
も
ゼ
ミ
教
員
が
担

当
し
ま
す
）。
2
0
1
8
年
度
は
、
2
年
生

15
名
、
3
年
生
12
名
が
履
修
し
て
い
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
2
年
前
期
に
観
光
地
の
魅

力
（
強
味
）
を
、
前
述
し
たP

roduct

（
観

光
資
源
・
観
光
施
設
）
か
ら
分
析
し
ま
す
。

観
光
資
源
の
数
だ
け
で
な
く
、
種
類
の
多
様

性
や
誘
客
レ
ベ
ル
（
例
え
ば
、
公
益
財
団
法

人
日
本
交
通
公
社
に
よ
る
特
A
級
、
A
級
と

い
う
ラ
ン
ク
、
世
界
遺
産
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
三

つ
星
等
）
を
踏
ま
え
て
考
え
ま
す
。
2
年
後

期
に
は
、
観
光
地
の
魅
力
に
加
え
、
問
題

（
弱
み
）
の
分
析
を
行
い
ま
す
。
こ
の
学
期

で
は
、
観
光
資
源
に
加
え
、
観
光
客
の
デ
ー

タ
も
用
い
ま
す
。
最
新
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客

の
特
徴
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
過
去
10
年

間
の
時
系
列
デ
ー
タ
か
ら
観
光
客
の
変
化
を

読
み
解
き
ま
す
。
3
年
前
期
か
ら
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
、
観
光
地
の
魅
力
向
上
策
と
問

題
解
決
策
を
考
察
し
ま
す
。
3
年
後
期
は
、

2
年
間
の
ゼ
ミ
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
観
光

地
の
現
状
（
魅
力
と
問
題
）
だ
け
で
な
く
観

光
地
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
を
分
析
し
、
観

　
淑
徳
大
学
経
営
学
部
（
埼
玉
県
三
芳
町
）

は
2
0
1
2
年
度
に
新
設
さ
れ
、
経
営
学
科
、

観
光
経
営
学
科
の
2
学
科
を
有
し
ま
す
。
私

の
所
属
す
る
観
光
経
営
学
科
は
観
光
業
界
出

身
の
教
員
が
多
く
、
観
光
業
界
・
観
光
地
と

い
う
「
現
場
」
を
、
様
々
な
科
目
の
テ
ー
マ

や
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
前
職
は
、
財
団
法
人
（
現
　
公
益
財

団
法
人
）
日
本
交
通
公
社
で
、
旅
行
・
観
光

に
か
か
わ
る
調
査
研
究
業
務
に
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
観
光
地
の
魅
力
を
高
め
、
よ
り
多

く
の
旅
行
者
を
誘
致
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
と
い
う
「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
仕
事
に
数
多
く
取

り
組
み
ま
し
た
。
難
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
大
変
面
白
か
っ
た
の
で
、
ゼ
ミ
の

学
生
た
ち
と
そ
の
経
験
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
、「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

を
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
様
々
な
定
義
が
あ

り
、
一
般
的
に
は
、
環
境
分
析
↓
戦
略
立
案

光
地
の
将
来
像
（
10
年
後
の
観
光
地
の
望
ま

し
い
姿
）
と
、
将
来
像
実
現
に
向
け
た
施
策

を
学
生
が
提
案
し
ま
す
。

　
当
ゼ
ミ
で
は
、
既
存
資
料
調
査
と
視
察
旅

行
を
組
み
合
わ
せ
て
観
光
地
の
現
状
を
多
角

的
に
理
解
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
察
・
提

案
で
き
る
力
を
学
生
に
身
に
着
け
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
情

報
は
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
解

釈
す
る
の
か
、
ま
た
観
光
地
の
望
ま
し
い
将

来
像
と
は
ど
ん
な
姿
な
の
か
、
正
解
の
な
い

「
問
い
」
を
学
生
へ
投
げ
か
け
続
け
ま
す
。

視
察
旅
行
は
、
セ
メ
ス
タ
ー
ご
と
に
研
究
対

象
地
を
1
泊
2
日
で
来
訪
し
ま
す
。
「
自
分

の
目
で
観
光
地
を
見
る
・
体
験
す
る
」
の
は
、

観
光
地
を
理
解
す
る
た
め
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
す
。
研
究
対
象
地
の
選
定
か
ら
、
視

察
旅
行
の
運
営
ま
で
、
学
生
自
身
が
行
い
ま

す
。
ま
ず
学
生
は
、
自
分
が
希
望
す
る
研
究

対
象
地
を
決
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

自
分
以
外
の
ゼ
ミ
生
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
全
員
の
提
案
の
中
か
ら
1
カ
所

を
研
究
対
象
地
と
し
て
、
話
し
合
い
で
決
め

ま
す
。
視
察
す
る
観
光
資
源
・
施
設
、
視
察

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

淑
徳
大
学

経
営
学
部

観
光
経
営
学
科

朝
倉
ゼ
ミ

観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
―
―

こ
の
い
ず
れ
か
の
言
葉
を
冠
す
る
学
部
・
学
科
を
有
す
る

日
本
の
大
学
は
44
校
、大
学
院
が
9
校（
2
0
1
8
年
度
）あ
り
ま
す
。

「
観
光
立
国
」の
こ
れ
か
ら
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
彼
ら
が

何
に
関
心
を
持
ち
、

学
び
、感
じ
、研
究
し
て
い
る
の
か
。

〝
ゼ
ミ
〞と
い
う
窓
を
通
し
て
覗
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
回
は
淑
徳
大
学
・
朝
倉
は
る
み
教
授
に
よ
る

 

〝
朝
倉
ゼ
ミ
〞の
紹
介
で
す
。

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
白
い
部

分
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
発
見
し
、
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
観
光
客
を
増
や
す
か
を

2
年
生

ゼ
ミ
長（
山
川
挙
史
）・

副
ゼ
ミ
長（
松
尾
羽
蘭
）

コ
メ
ン
ト

ゼ
ミ
の
様
子

順
序
（
ル
ー
ト
）
は
、
ゼ
ミ
生
全
員
で
決
め

ま
す
。
視
察
地
へ
の
交
通
手
段
の
手
配
や
宿

泊
施
設
の
予
約
、
視
察
中
の
経
費
管
理
も
学

生
が
行
い
ま
す
。
視
察
時
間
や
経
費
の
管
理
、

天
候
等
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
視
察
順
序
を

変
更
す
る
な
ど
、
学
生
自
身
が
判
断
す
べ
き

こ
と
は
多
く
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
多
様

な
ス
キ
ル
を
こ
の
視
察
旅
行
か
ら
学
び
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
当
ゼ
ミ
で
取
り
上

げ
る
「
観
光
地
」
や
企
業
だ
け
で
な
く
、

個
々
人
の
人
生
設
計
に
も
役
立
つ
「
手
法
」

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
4
年
間
は

本
当
に
短
く
、
現
状
で
は
3
年
生
の
終
わ
り

（
3
月
）
か
ら
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

就
職
活
動
へ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
応
用
し
て

み
る
と
、「
自
分
」
と
い
うP

rod
u
ct

の
現

状
分
析
（
長
所
、
短
所
）
を
行
い
、
自
分
の

将
来
像
（
ど
ん
な
業
界
、
ど
ん
な
会
社
に
入

り
た
い
の
か
）
を
明
ら
か
に
し
、
希
望
す
る

業
界
・
企
業
に
入
る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
を
考
え
（
就
職
活
動
を
）
実
行
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」
や
「
4
P
」
と
い
っ
た
言
葉
を

用
い
な
く
て
も
、
こ
う
し
た
手
法
を
学
生
た

ち
が
人
生
の
様
々
な
局
面
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
も
、
学

生
た
ち
に
ぜ
ひ
と
も
身
に
着
け
て
ほ
し
い
力

で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し
て
厳
し
く
指
導
し
て

い
ま
す
。
学
生
の
常
識
と
社
会
人
の
常
識
が

異
な
る
の
は
当
然
な
の
で
、
私
自
身
の
社
会

人
経
験
を
踏
ま
え
、
小
さ
な
こ
と
も
繰
り
返

し
教
え
ま
す
。
ま
た
、
私
は
以
前
、
あ
る
大

企
業
の
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
大
学

に
と
っ
て
の
お
客
様
は
社
会
で
あ
り
、
学
生

は
商
品
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
深
く
共
感

し
て
い
ま
す
。
学
生
を
商
品
に
例
え
る
の
は

適
切
で
は
な
い
と
思
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
を
「
よ
い
商

品
」
と
し
て
社
会
に
送
り
だ
す
こ
と
も
私
の

大
切
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
ゼ
ミ
を
通
し

て
学
生
の
成
長
を
で
き
る
限
り
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

淑
徳
大
学
経
営
学
部

観
光
経
営
学
科
の
特
徴

1
ゼ
ミ
の
進
め
方

3

「
学
び
」の
ポ
イ
ン
ト

4

「
卒
業
後
」を

意
識
し
た

ゼ
ミ
で
の
指
導

5

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」と
は

2

1
回

第

↓
施
策
立
案
↓
実
行
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま

す
。
当
ゼ
ミ
で
は
、
施
策
立
案
に
用
い
ら
れ

る「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
4
P
」、す
な
わ
ち
、

P
roduct

（
製
品
戦
略
）、P
rice

（
価
格
戦
略
）、

P
lace

（
流
通
戦
略
）、P

rom
otion

（
販
売
促

進
戦
略
）の
う
ち
、Product

に
重
点
を
置
い

て
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

考
え
る
こ
と
と
、
ゼ
ミ
生
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
1
泊
2
日
の
視
察
旅
行
で
す
。
観

光
地
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
情

報
や
人
か
ら
聞
い
た
話
よ
り
も
、
自
分
が
実

際
に
来
訪
し
た
方
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
倉
先
生
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な

く
、
メ
ー
ル
の
送
り
方
等
、
社
会
に
出
て
か

ら
必
要
な
こ
と
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

3
年
生
の
3
月
に
始
ま
る
就
職
活
動
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
生
の
指
導
を
し
っ

か
り
と
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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朝
倉
は
る
み

淑
徳
大
学 

経
営
学
部
観
光
経
営

学
科
教
授
。 

東
京
女
子
大
学
文

理
学
部
英
米
文
学
科
卒
。 

財
団

法
人
日
本
交
通
公
社
、玉
川
大
学

経
営
学
部
観
光
経
営
学
科
非
常
勤
講
師（「
旅
行
サ

ー
ビ
ス
論
」）等
を
経
て
2
0
1
2
年
4
月
よ
り
現

職
。 

主
な
著
書
に『
自
然
災
害
│

減
災
・
防
災
と
復

旧
・
復
興
へ
の
提
言
』（
共
著
）、技
報
堂
出
版
、

2
0
1
7
年
、『
観
光
ま
ち
づ
く
り
│

ま
ち
自
慢
か

ら
は
じ
ま
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』 

共
著
、学
芸
出

版
社
、2
0
0
9
年
、『
観
光
読
本（
第
２
版
）』、共
著
、

東
洋
経
済
新
報
社
、2
0
0
4
年
、な
ど
。

　
今
期
の
研
究
対
象
地
、
つ
ま
り
視
察
旅
行
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ゼ
ミ
生
15
人
か

ら
10
ヶ
所
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。
視
察
旅
行
先
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
推
薦
者
数
の
多

さ
で
は
な
く
、
5
つ
の
条
件
…
❶
温
泉
が
あ
る
、
❷
自
然
の
景
色
が
い
い
、
❸
世
界
遺
産

ま
た
は
A
級
以
上
の
観
光
資
源
が
あ
る
、
❹
神
社
・
仏
閣
が
あ
る
、
❺
食
の
特
産
品
が
あ

る
―
を
満
た
す
場
所
と
し
ま
し
た
。
日
光
市
は
観
光
資
源
が
数
・
種
類
と
も
豊
富
で
、

上
記
5
条
件
を
満
た
す
こ
と
か
ら
視
察
先
に
選
ば
れ
、
2
0
1
8
年
12
月
１
日（
土
）
〜

2
日（
日
）
に
か
け
て
、
2
年
生
ゼ
ミ
15
名
が
同
市
の
視
察
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

は
、
鬼
怒
川
温
泉
エ
リ
ア
に
あ
る
と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ
日
光
、
東
武
ワ
ー

ル
ド
ス
ク
ェ
ア
、
足
湯
（
鬼
怒
川
温
泉
駅
前
）、
鬼
怒
楯
岩
大
吊
橋
を
視
察

後
、
2
0
1
7
年
8
月
か
ら
東
武
鬼
怒
川
線
で
運
行
さ
れ
て
い
る
「
Ｄ
Ｌ
大
樹
」
に
乗
車

し
ま
し
た
（
12
月
1
日
か
ら
Ｓ
Ｌ
が
検
査
の
た
め
。
Ｄ
Ｌ
‐
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
）。
鬼

怒
川
温
泉
駅
前
の
転
車
台
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
集
ま
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｌ
・
Ｄ
Ｌ
が
日

光
市
の
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
観
光
客
誘
致
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

は
、
華
厳
ノ
滝
と
中
禅
寺
湖
の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
日
光
田
母
沢
御
用

邸
記
念
公
園
、
世
界
遺
産
で
あ
る
輪
王
寺
大
猷
院
、
日
光
二
荒
山
神
社
、
日

光
東
照
宮
及
び
宝
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
東
照
宮
で
は
ガ
イ
ド
を
依
頼
し
、
歴
史
や
建
造

物
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
光
市
の
観
光
資
源
・
施
設
は
、
12
月
〜
3
月
は
「
冬
季
」
モ
ー
ド
に
入
り
ま
す
。
中

禅
寺
湖
畔
の
イ
タ
リ
ア
大
使
館
別
荘
記
念
公
園
や
英
国
大
使
館
別
荘
記
念
公
園
等
は
閉
館

中
、
輪
王
寺
は
入
寺
が
15
時
30
分
ま
で
、
中
禅
寺
湖
の
遊
覧
船
も
運
航
し
て
お
ら
ず
、
バ

ス
の
本
数
も
春
・
夏
・
秋
季
に
比
べ
る
と
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
の
観
光

地
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、
日
光
市
の
よ
う
に
冬
季
の
寒
さ
が
厳
し
い

観
光
地
で
は
、
冬
季
に
施
設
閉
鎖
や
開
館
時
間
の
短
縮
と
い
う
対
応
も
起
こ
り
え
ま
す
。

学
生
た
ち
は
こ
う
し
た
観
光
地
の
対
応
を
、
観
光
客
数
の
季
節
波
動
と
の
関
係
か
ら
、
ま

た
観
光
客
と
し
て
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
の
視
点
、
つ
ま
り
、
施
設
運
営
者
の
視

点
か
ら
考
え
る
こ
と
を
、
視
察
後
の
総
括
で
学
び
ま
す
。

（
文
：
朝
倉
は
る
み
）

視察旅行
事例

2018年後期2年ゼミ視察先
選定から実施まで

　
観
光
地
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
面
白
い
部

分
は
、
観
光
地
の
魅
力
を
発
見
し
、
ど
の
よ

う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
観
光
客
を
増
や
す
か
を東照宮視察 東武鬼怒川線DL乗車

1
日
目

2
日
目

考
え
る
こ
と
と
、
ゼ
ミ
生
が
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
1
泊
2
日
の
視
察
旅
行
で
す
。
観

光
地
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
情

報
や
人
か
ら
聞
い
た
話
よ
り
も
、
自
分
が
実

際
に
来
訪
し
た
方
が
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
朝
倉
先
生
は
、
勉
強
だ
け
で
は
な

く
、
メ
ー
ル
の
送
り
方
等
、
社
会
に
出
て
か

ら
必
要
な
こ
と
を
細
か
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

3
年
生
の
3
月
に
始
ま
る
就
職
活
動
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
生
の
指
導
を
し
っ

か
り
と
身
に
着
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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